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【昨日の市況概要】 公示仲値 107.59

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 107.52 1.1025 118.51 1.2415 0.6140
SYD-NY High 107.94 1.1039 118.87 1.2450 0.6183
SYD-NY Low 106.93 1.0903 116.96 1.2180 0.6039
NY 5:00 PM 107.16 1.0962 117.56 1.2371 0.6077

NY DOW 20,943.51 ▲ 973.65 日本2年債 -0.140 1.00bp        
NASDAQ 7,360.58 ▲ 339.52 日本10年債 0.000 ▲1.00bp     

S&P 2,470.50 ▲ 114.09 米国2年債 0.2415 ▲0.90bp     
日経平均 18,065.41 ▲ 851.60 米国5年債 0.3697 ▲0.16bp     
TOPIX 1,351.08 ▲ 51.96 米国10年債 0.6012 ▲6.52bp     

ｼｶｺﾞ日経先物 17,805.00 ▲ 1,060.00 独10年債 -0.4675 0.60bp        
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 5,454.57 ▲ 217.39 英10年債 0.3105 ▲4.25bp     

DAX 9,544.75 ▲ 391.09 豪10年債 0.6830 ▲12.55bp   
ﾊﾝｾﾝ指数 23,085.79 ▲ 517.69 USDJPY 1M Vol 13.33 0.16%
上海総合 2,734.52 ▲ 15.77 USDJPY 3M Vol 11.56 0.54% 　

NY金 1,591.40 ▲ 5.20 USDJPY 6M Vol 10.30 0.33%
WTI 20.31 ▲ 0.17 USDJPY 1M 25RR -4.35 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 118.50 ▲ 3.29 EURJPY 3M Vol 11.25 0.53%
ドルインデックス 99.67 0.63 EURJPY 6M Vol 10.45 0.25%
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

4月1日 21:15 米 ADP雇用統計 3月 -27k -150k
22:45 米 ﾏｰｸｲｯﾄ製造業PMI・確報 3月 48.5 48
23:00 米 ISM製造業景況指数 3月 49.1 44.5

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

4月2日 21:30 米 貿易収支 2月 -$40.0b -$45.3b
21:30 米 新規失業保険申請件数 28-Mar 3700k 3283k
23:00 米 製造業受注(前月比) 2月 0.2% -0.5%
23:00 米 耐久財受注(前月比)・確報 2月 1.2% 1.2%

【マーケット・インプレッション】 世の中を見通しにくい時だからこそ宇宙に思いを馳せてみては？

　

■今週のドル/円　見通し当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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地動説で有名なニコラウス・コペルニクスは自著『貨幣鋳造の方法（１５１７）』において”悪貨は良貨を駆逐する”で有名な

グレシャムの法則について、同法則が名付けられる以前から言及を行っていた。万有引力を提唱したアイザック・ニュートン

は英造幣局長官の任につき多くの業績を残している。 天文学と経済学。一見、縁遠い学問のようにも見受けられる。しか

し、情報の蓄積から未来を予測するという観点において、また一つの事象をその他周辺の事象との相互作用、環境変化など

から考察を深めるという点においては、共通項があるように思う。そして昨今の新型コロナウイルスの感染拡大。ウイルスに

より経済に大きな混乱が生じたことは、両学問が論理的な思考方法だけでなく、密接に関わりを持っていることの証左なのだ

ろう、と思い至った。

話は転じて、太陽の活動は黒点（周辺よりも温度が低い部分）を観察することで窺い知ることができる。活動周期は約１１

年。黒点が少ないときは太陽の活動が非活性のときとされ、現在（3/31時点）黒点の数は０である。１周期前の約１１年前と

いえばリーマンショックの時期とも重なる。また、『子（ねずみ）繁盛・・・』から続く相場格言とも周期(12年)は近しい。因果関係

を明確に説明できないにせよ、それらのアノマリーを考えたくもなってくる。

新型コロナウイルスの感染者は世界で100万人に迫る水準まで上昇。経済の地盤沈下の懸念は根強く、大きい。そういっ

た環境の中において、世の中は暗いニュースにあふれている。だが、そんな環境だからこそ、宇宙に思いを馳せるのも悪く

はないのではないかと思っている。最後に、『君は小宇宙（コスモ）を感じたことはあるか？』(上野)

田中 竹内 筒井 加藤 関 光石 山岸 田坂 尾身 上野
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岡本 小野崎 玉井 原田 大庭 高村 松本 逸見 大谷 谷舗 ブル ベア
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期末取引が一巡した海外市場のﾄﾞﾙ円は、107.50を挟んだﾚﾝｼﾞでのもみ合いが続いた。一時107.94まで買われるも、日経
平均株価が下げ幅を拡大し、一時1000円超安となる動きに圧迫され、107円台前半まで反落し、107.51ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。
朝方は米３月ADP雇用統計が発表され、雇用者数は市場の予想ほど減らなかったが、ﾄﾞﾙ円の反応は限定的だった。そ
の後、米ｼｪｰﾙｶﾞｽ企業の破産法申請のﾍｯﾄﾞﾗｲﾝを受けて、ﾘｽｸｵﾌの円買いが優勢となる。10時発表の米3月ISM製造業景
況指数は予想を上回るも、積極的なﾄﾞﾙ買いには繋がらず、107円台前半で上値重く推移し、一時107.00をﾀｯﾁ。午後は米
株が持ち直す動きを眺め、107.32まで値を戻すが、その後ﾀﾞｳ平均が1000ﾄﾞﾙ超下落する動きにﾄﾞﾙ円も107円を下抜け、
106.93まで安値を更新。終盤は小幅に値を戻し、107.16ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。一方、海外市場のﾕｰﾛﾄﾞﾙは、ｽﾍﾟｲﾝで新型ｺﾛﾅｳｲ
ﾙｽの感染者数･死亡者数が大きく増加したことや、ECB理事会ﾒﾝﾊﾞｰのｽﾄｩﾙﾅﾗｽ氏の「EU各国の共通行動なければ、債
務危機再発のﾘｽｸがある」との発言を受けて、欧州経済の先行き不透明感にﾕｰﾛ売りが継続し、1.0917まで下落し、
1.0941ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は欧州株の軟調推移を受けて下落するﾕｰﾛ円や、「ﾄﾞｲﾂが全国的なﾛｯｸﾀﾞｳﾝを4月19日まで
延長」とのﾍｯﾄﾞﾗｲﾝ等に圧迫され1.09台前半で上値重い推移が続き、一時1.0903まで下落。売り一巡後、米金利の低下と
ともにﾕｰﾛの買い戻しが入り、結局、1.0962ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。

東
京

東京時間のﾄﾞﾙ円は、107.52ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝも売りが先行し107.25の安値を付けた。その後107.94まで上昇する局面も見ら
れるも、月末を超え期末関連の取引も一巡したことから上値の重さが目立ち107.48ﾚﾍﾞﾙで海外に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､107.48ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡新規材料に欠ける中､方向感なく推移し､107.51ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙ
相場は1.2366ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ｱｼﾞｱ時間の流れを引き継ぎ､早朝はﾎﾟﾝﾄﾞ売りが優勢だったが､8時辺りにﾎﾟﾝﾄﾞ買いに転じ､
1.2400まで上昇｡その後､利益確定と見られるﾎﾟﾝﾄﾞ売りが入り､結局1.2380ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 00531 444
179 ﾏｸﾙﾋﾙ)

担当：上野・小野崎 TEL:03-3242-7070 FAX:03-3211-5825 LDN 00531-444-179 NY 00531-113-682
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